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沖縄におけるそ菜園芸の現状

－ハウスの普及と今後のそ菜栽培に関する私見一

比屋根義一

（琉球農業試験場）

１．そ菜生産と需給の現状

まず現在普及の段階にあるハウス利用による野菜作りの

今後の問題について述べる前に，現状の野菜生産と需給

の関係について述べてみたいと思う．前にも記したよう

に，野菜類は食生活が改善され，一般消費者の食生活の

栄養学的知識が高まってきたため，生鮮野菜の需要は毎

年伸びており，一方沖縄における野菜の生産量は年々減

産の状態で需要量に応じきれず輸入によってそれを補給

しているのが現状である．すなわち野菜類の年次別輸入

高の推移と，］6965年における輸入の主な種類と輸入高の

内訳をみろと，第ユ表及び第２表のとおり年々輸入額が

増加し，ユ965年には14ﾕ万ドル余の多額の野菜が輸入さ

れている．

はじめに

沖縄のそ菜園芸はﾕ527年（大永７年尚清王時代）にウ

リ，ナス，ラヅキヨウ，ネギなどの栽培がなされたこと

に始まり，一般農家における野菜類の経済的な栽培が試

みられたといわれている．しかしこの年代以前から自給

自足のための他の野菜類もなんらかの方法で作られてき

たものと思われる．しかしそ菜園芸が本格的に農家経営

の中に取り入れられたのは］｣907～]909年（明治40～４２

年）頃になってからだと推察される．すなわち明治42年

1町歩のカンランが栽培されたという記録があり，この

明治年代においてはじめてそ菜の本格的な栽培がなされ

たものと考える．

それ以来今日にいたる60余年間に野菜作りの技術は一

段と向上し，特に第２次世界大戦後は西洋野菜類の栽培

普及により，またそれにマッチした栽培技術も確立さ

れ，以前の自給自足的野菜作りの時代から商品としての

野菜作り，すなわち換金を目的とした農業に進んできた

のである．最近では人口の増加に伴い，食生活の面も改

善され，野菜に対する一般の消費需要量も毎年増えてい

く傾向にあり，周年の野菜作りが期待されていろ．また

将来この面については大いに努力をはらうべき問題だと

思われろ．従来の沖縄の野菜作りは，おくれた農法で，

栽培時期に限度があり，野菜類の端境期が長かったが，

近年は新しい生産資材の普及と栽培技術が高まり，科学

的な野菜作りがなされつつあり，冬から夏にかけて生産

は量的にはまだ少ないにしても，周年野菜作りができる

ようになったことは，栽培農家の努力はもとより野菜作

りについての栽培技術の研究と進歩によるものであるこ

とは云うまでもない．最近は施設園芸の一端として大型

ハウスの普及も高まり，冬から夏にかけての端境期野菜

栽培が施設を用いて行なわれるようになってきた．し

かし施設園芸としての野菜栽培は日が浅く，栽培技術面

は今後研究と改善を要する点が多いように思われる．筆

者はここに沖縄の野菜生産の現状と今後のハウス園芸の

伸びを考慮して技術的問題についての意見を報告し，諸

氏の御意見と御指導を賜りたいと思います．

第ユ表年次別輸入の推移
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それに比較して生産の状況は，第３表のとおり，６L～

65年までの生産の年次別状況は，61.年を基点として収穫

面積，生産高において毎年減少の傾向を辿りつつあり，

それが輸入の増大をまねく結果となっていろ．このよう

に輸入そ菜が増加の線をたどってきたことと，野菜の生

第３表島内収穫面積と生産高の年次別推移

|指数
一一一

年次｜収穫面積④|指数 生産高(kg）
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普及しつつある大型ハウスの構造
8３．２258,]､3２

239222,14ユ 6７．９ ラスチックフィルムの農業面における利用が開発される

に従い，その規模は1J962年現在，ガラス温室の面積が約

400ha，ハウス面積が約4,000haという大規模な施設園

芸が普及していろ（清水，1966）．これら日本におけ

る施設園芸の利用実況を清水上によると，温室の場合は

花卉類の栽培が多く42％，そ菜33％，果樹24％で，ビニ

ールハウスはそ菜類が9ﾕ％，花卉が８％，果樹２％の利

用状態になっている．次に温室，ハウス，トンネルなど

の施設において主に栽培されている主要そ菜の栽培面積

の比率を1J962～1863年の調査資料を引用し参考にあげて

みると，第４表のとおりとなっており，ハウス内におい

てはトマト，キウリが主体に栽培されているようであ

る．

第４表日本における温室，ハウス，トンネルに

おける主要そ菜の栽培面積比

207,616 334 6５．９

産量と収穫面積が減少の傾向にあるということの原因は

種々あるかと考えられるのが，第１に沖縄の基幹産業で

あるサトウキビ作付の伸びに伴いそ菜の栽培面積が縮

少したこと，第２にそ菜栽培は水利，地形，地質の制限

が大きいこと，第３に他の農作物に比較して技術的に細

かい集約的な栽培管理と技術が必要であること．第４に

気象条件による豊凶の変動が大きいこと，第５に労働力

の総体的不足と老化，その他生産施設の基礎的な面の整

備が不充分である点などに基因するものと考えられる．

今後の沖縄におけるそ菜園芸の振興をはかるには，まず

これらの原因を究明し，将来に対する確固たる対策を施

すと共に販路の拡大をなし，流通組織の統一と安定化を

はかって，生産農家の生産意欲の高揚に努力するなど，

あらゆる面から改善策を講じていくべきではないかと考

えろ．

11．施設ハウスの普及と現状

沖縄における施設園芸というのは，２～３年前から大

型ハウスが設置されるようになってからである．勿論そ

れ以前から，ビニールフィルム，ポリエチレンフィル

ム，寒冷紗などが普及しこれらの資材を用いて促成栽

培，抑制栽培の方法が行なわれてきたが，規模を大き

くし，また充分な投資をしての施設園芸はまだ日が

浅く，今後研究と改善すべき問題が多いものだと思わ

れる．日本や他の農業諸国においては施設園芸の歴史

は古く，日本では明治から昭和にかけて急激な施設の普

及と研究が続けられ，特に第２次世界大戦後は経済力の

復興に伴い施設園芸は次第に発展し，昭和２７年以降はプ

種類｜温室｜ハウス｜トンネル
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沖縄において最近取り入れられてきたピニールハウス，

カンレイシヤハウスの普及の状態と作付そ菜の種類につ

いて,地域別にあげてみると,第５表のとおりである．こ

の表から，施設を行なっての野菜作りが最も広く普及し

た地域は南部地区で，次いで北部地区，中部地区，農家

戸数からは，南，中，北部地区の順になっているが，南

部地区は戦前,戦後をとおして野菜栽培は盛んで,現在に

おいても米軍向け清浄そ菜や那覇市の一般消費市場を中
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そこに基因するものが心としての野菜作り農家が多く，栽培技術の面において極的に伸びてきたということも，

§より高度のものがみられ，施設園芸としての普及が積あったかと考えられる．

第５表全琉における施設の普及状況と作付種類別面積（1.966年n月現在）第５表：
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現在までの施設利用，即ちビニール大型ハウス，カン

レイシヤハウスなどを利用して栽培されている主なもの

は，冬季の野菜端境期を狙って作られるキウリとピー

マンが主で,夏にはビニールをカンレイシヤに取替えて，

夏の葉菜類（カンラン，ナ類，ネギ類，セロリー，パ

セリー）の栽培が行なわれている．ユ966年１０月末現在で

の施設利用状況調査の結果をみるとソ施設面積の60％が

冬作キウリの栽培が主に行なわれ，従来12月～３月間の

キウリ生産量が少なく端境期ということになっていたも

のが，ビニール大型ハウスの普及によりこれらの問題が

解決され，キウリの周年栽培が可能となった．またピー

マンの促成長期栽培型の生産技術も確立されつつある． ピニールハウス内での冬物胡瓜の栽培状況

１－事例農家は中部の米軍向けそ菜栽培指定地域の農家

で，この農家は以前から野菜栽培について体験した方で

ある．この農家は米軍向けとしての野菜作りと共に一般

市場への出荷野菜も栽培しているが，ユ965年９月に大型

ピニールハウスの設置を行ない冬から春にかけてのキウ

リの端境期栽培を計画実施し，次のような実績をあげて

いろ．ハウスの規模は総面積で約L7cz，キウリの植付可

能面積が約ｴ.3α，植付株条間60c》ﾉﾘ×株間３０雌で，3.3㎡

当り]Ｂ株檀とし，総植付株数720株，栽培品種は長日落

合２号，（久留米）．播種はﾕ965年ｕ月３日，催芽して

からポリ（黒色）鉢に直播，その後はカンレイシヤ白

Ｎｏ．エ00を用いて被覆育苗し，本葉が２～３枚内外伸び

たn月20日にハウス内に定植した．育苗期間中はアブラ

ムシ類の防除としてマラソン乳剤ｴ,500倍，エカチンエ,5

00倍を交互に散布してあり，植付前の健全苗の採苗率は

98％の高成績であった．

ピニールハウス内におけるピーマン冬物栽培状況

次に現;在普及されているピニールハウスが一般農家にお

いてどの程度の栽培実績をあげているかについて調査し

た。

ユ例を掲げてみる．
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第６表ハウス内における施肥量 第８表収入内訳
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塩加

菜種油粕

追肥は８回に分施７ kg当り平均単価約＄０．３２
＄500.62

総売上金額

堆肥成分は別としての成分
量（kg）

6０

３０ 補助金 ＄ｕ0.00

Ｎ～32.60ｋｇ
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Ｋ～２５．２０〃

3０

収入計 ＄６Ｌ0.62
4０

４０8０

基肥は植付２週間前にハウス内全面施肥とし，植付２

日前に地表面を均すため軽く細土を行ない，植付の前日

に値付作業の便宜をはかる為かん水を行なっていろ．植

付後は適宜かん水を行ない，値付後ユ週間は苗の活着促

進をはかるため,ハウスの上からカンレイシヤ白No.ﾕ００

を被覆しビニール張りはﾕ２月上旬に行ない，４月まで被

覆している．このハウス栽培キウリの収支計算をみろと

次表のとおりである．

第７表支出内訳

総収入

総支出

差引益

＄６，．６２

＄484.06

＄126.56

この農家の収支決算内訳の中には施設の償却費の算定

が見積られていないが，冬作のキウリユ作で施設費の完

全返還をし，その上約＄126の純益を得ており，初回の

施設利用野菜作りとしては成功だったと考えられる．し

かし総収益の中に占める生産物の売上額は必ずしも安定

して，今後もそのまま順調な成果が期待されるとは限

らないと思われる．今後施設の普及が伸びるにつれ，市

場価格の変動に大きく影響を及ぼすことも考えられ，年

の気候的変化によりまた施設内における長期のそ菜類の

連作による病害虫発生の増加，土壌の地力衰退などの|璋

害が起る可能性も充分考えられる．従って栽培技術は勿

論地力維持増進という長期的計画に基づいた施設利

用，野菜作りの方策を確立することが大切ではないかと

考えられろ．

Ⅲ施設利用そ菜作りの考え方

今後は沖縄のそ菜作りにおいても施設の普及は栽培技

術が進歩向上し，また良品の生鮮野菜という需要が高ま

るにつれ，施設そ菜作り農家は増加していくものと考え

られる．しかし施設をなし，野菜作りをするに当っては

充分な計画性をもってあらゆる面からよく検討し，自己

の農業経営の実情を探索し，その上施設をするというこ

とが賢明な方法ではないかと考える．例えば，そ菜作り

そのものは他の作物に比較して短期間で結果が現われる

ものである．すなわち循環度が早く，ややもすると労働

力の不足をきたしその結果経営の不振を招くおそれも大

きく，施設を増加してそ菜作ｂによる利益を大ならしめ
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ろということは，それ相当の可働人員と計画性をもた？
６

なければ困難なものである．現在普及しているピニーノレ

ハウスについても，施設に対するそれ相当の投資効果が

現われていないところもみられろ．また施設利用野菜

作りは，より多額の投資を伴うものであり，収支面を比

較検討しながらそ菜作りそれ自体の目的が有利に実現で

きるようより多くの検討が大切だと思われろ．ユ時的施

設普及の流行に追われず，自己の経営にマッチしたと

ころの農業経営，そ菜作りをなし，安定した漸進計画を

もって施設の取り入れを考えるべきである．

ＴｗＶハウス内そ菜の栽培管理

現在沖縄のそ菜栽培農家において設置されている主な

施設はピニールハウスと寒冷紗ハウスであるが,これら

の施設における肥培管理の現状からして，今後の施設内

そ菜作りの普及と施設の育成をはかっていくには，次の

ような改善と検討の余地があると考えられろ．まず施設

利用のそ菜作りと，露地におけるそ菜作りとは,自ら栽

培環境の相違があり，それなりの肥培管理が要求される

ことを充分把握しなければいけない．例えば施設内にお

いては，室内温度，土壌水分，通気性，照度など作物の

生育に必要な要因を，栽培する作物，品種に適応させる

ように栽培者自体で調節をはかり適切な条件にもってい

く管理を施すことが大切である．普及されているピニー

ルハウスにおいては冬物キウリが主体に作られているの

で，これらの栽曙管理を中心に２，３の問題を検討したい

と思う．

１．種類と品種の選定

施設そ菜の栽培をするにあたって，その施設の経済性

を高めるためには，第一条件として施設栽培の目的に合

致した種類と品種の選定に充分なる検討をすることが最

も大切だと思われろ．現在栽培されている促成キウリと

ピーマンの例からすると，品種に対する栽培者の知識が

浅いことがみうけられろ．品種の選定が悪いということ

は栽培環境や肥培管理がいくら充分に行なわれても，そ

の効果が期待できないことがよくある問題で，特に施設

内そ菜作りという経済性につながることでもあり,目的

にマッチした選定の方法を考えなければならないと思

う．

２．植付時期と管理

沖縄における冬作促成キウリの栽培はほとんどがｴ0月

下旬頃から始められ，４月～５月上旬頃に終っているの

が現状である．この栽培の狙いは２月～３月のキウリの

端境期生産を目的とし，ほとんど農家において,ユ0月～

ｎ月を中心に播種または定植されていろ．現在までの播

種期の状態からするとユ月上旬～中旬頃に播種育苗され

たのが比較的良い結果が得られているようである.ユ0月

中～下旬頃に播種されたのは収穫開始が12月上～中旬に

なり，１月にかけて収穫の最盛期に入っていろ.しかし

Ｌ0月中旬頃に播種定植されたものは，まだ気温が高いの

で，茎葉の生育がよく節間の伸びも長くなり，ややもす

ると徒長気味の状態となり収穫1～２回で蔓下しをやら

Ⅳハウスの（施設）合理的な使用

施設に対する投下費用の効果を高めるには単一な作物

の作付と栽培の時期に制限をせず，出来るだけ周年の合

理的計画が樹立されなければならないと考えられろ．す

なわち現在沖縄において普及されつつあるところの大型

ピニールハウス，またはカンレイシヤハウスなどについ

ては今のところ冬作キウリとピーマン，および夏におけ

る葉菜類の栽培がなされているが，今後はどうして8

周年の経済的な作付体系なるものの研究と栽培技術の確

立が要請きれるものである．施設そのものがやや永久的

で移動が困難であるために，単一種類の継続的な栽培は

施設内地力の減退と病害虫の異常発生をまねき，自然的

に不作と減産を招く結果となる．特にハウスそれ自体の

環境が普通露地栽培と異なり，降雨による施肥成分の流

乏が少ないため，また施設そ菜の栽培においては限られ

た面積を利用して，より集約的な労働力の投下と多量の

施肥が行なわれていることが多いために，施肥に伴う生

理障害が出やすくなる傾向がある．最近よく先進地の施

設そ菜作りにおいて問題となっているのが連作による塩

類集積の被害である．この障害は植物の根の正常な機能

を失い，その結果萎ちようまたは枯死という結果をもた

らすものといわれていろ．またハウス内における施肥の

過剰は根に及ぼす生理的障害の他にも，二次的障害とし

て土壌病害の発生も問題視されてきていろ．すなわち

ハウス内土壌の塩類濃度が上昇してくると根の抵抗力が

弱まり，病害虫による被害も大きくなるといわれる．こ

ういった施設園芸の普及を阻む障害に対しては，事前の

対策が考慮されるべきもので，より長期間にわたる施設

の利用と生産の安定を目標に作付そ菜の種類，時期的品

種の組合わせとそれにマッチした栽培技術の確立が今後

の沖縄における施設そ菜園芸を伸ばしていく指針となる

ものと考えろ．
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なければいけない状態になる．また高温のためにめ花の

着生が順調とは思われず，最初の着花節位が６～８節前

後になることが多い．結局第ユ回目の蔓下しまでの収穫

が大して期待されないことになる．特に施設内に直播し

ているところでは茎葉の伸びに応じて着花節位が高く初

期収量の低いことがよくある．現在までの状態からみ

て，育苗は鉢を用い，ｕ月上旬頃に播種するのが収量

において比較的順調かと思われる．すなわちn月の上～

中旬播で栽培されている施設内の生育，着花状況を調べ

た結果をみるとほとんどのものが本葉２～４枚目に第1

番目の着果があり，それ以後の着果も比較的順調であ

る．着花節位の問題は室内温度,水分,日照などの要因と

も深い関係があると思われる．勿論播種時期の問題は室

内における栽培の諸要因の外に品種の違いによっても異

なってくる．キウリの生育の適温からすると日中の室内

温度が25～28°Ｃ前後で夜間温度がﾕ5～l6oC前後が最適

ときれていろ．これからして沖縄では11月～ﾕ２月頃の気

温が最適となるが，施設内においてはn月～ｕ月でも日

中温度が30.Ｃ以上の高温になることがあり，ピニール

ハウス内においては，キウリ自体の生育の適温にもって

いくように，日中の温度上昇のおそれある時はビニール

の開閉に最も注意をしなければいけないことになる．し

かしエ目下旬頃から２月にかけては平均15～]８°Ｃの気

温でキウリの生育においても温度が低いことになるので

保温に努めなければいけない．施設内キウリでユ月下旬

～２月頃になるとキウリの頂芽の伸長が止まることが，

よくみうけられるが，これは施設内温度が総体的に低い

ことに原因しており，３月～４月にかけて気温が上昇し

てくると自然に頂芽の伸長は再生してくるので出来るだ

けユ月下旬～２月の保温に努めることが大切である．

使用されているが，硫安の場合生理的酸性肥料であるた

め，永年の施用は塩類濃度を高めるおそれが強い．した

がって尿素や他の中性にちかい肥料を用いることが将来

の施設そ菜作りの障害を未然に防止することになる．ま

た出来るだけ有機質肥料を用いてこれらの障害を少なく

すると共に施設用土壌の地力維持増進をはかるように施

肥設計をなすことが大切である．沖縄の気候と土壌の種

類や土質からしてキウリをα当り1,000～ｴ,500kgの収量

を目標とするには，Ｎ６kg，Ｐ2054.5kg，Ｋ２０６kg程

が理想的だと思われろ．勿論土壌の塩類や地力に応じて

施肥量を若干加減してみることも大切だと考えろ．施設

内においては降雨時でも土壌の潤いがないのでかん水に

ついては充分気をくばらなければいけない．施設園芸に

おける施肥による塩類集積の障害が多いことは雨水の影

響がすぐなく施肥された肥料成分の流乏が少ないために

露地と比較して障害がおこりやすくなるものだときれ

ている．作物体の生育に応じて施肥とかん水作業はよく

注意しなければいけない．施肥の方法としては施設内に

おいて分施の方法で行ない，施設効果を高めることが大

切であり，それに応じて肥料の吸収を効果的にするため

にかん水作業についても良く注意すべきことであり，施

設ハウス内における土壌塩類集積による生育障害は充分

なかん水によってしか防ぎえないとされていろ．

４．病害虫とハウス管理

現在のハウス内冬作キウリにおいて沖縄でよく発生し

ている病害は，ベと病，菌核病，白絹病，灰色かび病，

うどんこ病,炭そ病で,害虫はアブラムシ類，ネマトーダ

などがあげられ，問題とされていろ．これら病害虫の発

生は，ハウス内における施肥量，温度，湿度，通気性の

良否によって影響されるものだといわれていろ．現在

のピニールハウスでは換気とかん水によるハウス内湿度

の上昇という点に気を配る必要があると思われろ．沖縄

における冬作そ菜の栽培時期は廿薦収穫時期に遭遇する

ため，ややもすると換気を怠りがらになり，その結果は

洞湿度の上昇を招くことになり，必然的に病害虫発生の

良い環境にしてしまうことがよくある．特にビニールの

開閉作業には，保温と共に病害虫発生の基因を作らない

ように関連した管理をしなければいけないと考えろ．そ

菜作付回数の増加により施設内での病害虫発生が漸次多

くなることは当然考えられることであるが，沖縄におけ

る今日までの連作回数は３～４回であるところから作付

回数と病害虫発生および被害の程度との間には差異はま

３．施肥とかん水

施設内そ菜作りでは普通の露地栽培に比較して単位あ

たりの施肥量が一般的に増施されている．しかし施設内

そ菜作りにおいても，ある程度の施肥量の限度がなけれ

ばならない．最近日本や他の先進地の施設園芸地方にお

いて問題になってきたのが施肥量のことである．ほとん

どの施設が半永久的なものであるために，土壌内におけ

る塩類集積と塩類濃度の上昇による生育障害が大きく問

題となっている．沖縄の場合には施設園芸としてのそ菜

作りはまだ日が浅いので，今のところ問題は発生してい

ないように思われるが，今後の問題として充分な注意が

必要と思われろ．現在Ｎ質肥料として硫安，尿素が主に




